
 

 

 

 

 

 

 

 

「小さな学校の大きな可能性」                        校長 横山 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月８日（水）、平成２７年度入学式が挙行されました。今年度は男子２５名、女子１５名、計４０名

の新入生を迎えました。式には只見町長をはじめ、多くのご来賓の方々にご出席をいただき、新入生の

新たな出発を祝っていただきました。また、２、３年生も入学式に出席し、校歌を披露するなど、新し

い仲間を迎え入れました。 

「誓いの言葉」より抜粋 新入生代表 五十嵐 夏季 

今日、私たちは新たな決意を胸に高校生としての第一歩

を踏み出しました。これからは今までよりも自らの力で物

事を考え、自分の言動に責任を持って、何事にも積極的に

取り組んでいきたいと思います。本校の校訓である「真摯・

明朗・健康」を常に考え、高校生としての行動を心がけま

す。 時には大きな壁にぶつかり、苦労し悩むと思います。

しかし、その壁を友達と互いに協力し合い、乗り越えてい

きたいと思います。日々、勉学に励み、スポーツに打ち込んで、心身共にそれぞれの目標に向けて努力してい

きたいと思います。そして、ご指導してくださる先生方、先輩方、応援してくださる地域の方々に感謝の気持

ちを忘れずに、充実した高校生活にしていきたいと思います。 
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平成２７年度の始まりにあたり、ご挨拶を申し上げます。新しい教職員、そして４月８日には無事

４０名の新入生を迎えることができました。特に、今年度は、過去最多となる１６名の山村教育留学

生が入学し、全校生徒１２２名のスタートとなります。改めて、課せられた使命と責務を重く受け止

め、教職員全員気持ちを新たにし、真摯に教育活動に取り組んでいく所存であります。 

 さて、依然として生徒数減少が続き、厳しい学校運営となっておりますが、昨年度は、進学、部活

動において「大きな可能性」を予感させる一定の実績を残すことができました。これも、保護者、地

域、学校が一体となって教育活動にあたってきた結果と考えております。今後とも「共に育てる」と

いう意識を共有しながら、素直で勤勉な生徒とともに、教職員一丸となって、「小さな学校の大きな

可能性」への挑戦のため努力して参りたいと思っております。 

 また、教育活動全般については、信頼される学校づくりを目指し、的確な情報発信に努めて参りま

すが、ご不明な点やご意見などありましたら、直接只見高校にお問い合わせいただければと思います。 

 保護者の皆様、地域の方々をはじめ関係者各位のこれまでの温かいご支援に感謝申し上げますとと

もに、これまでと同様に県立只見高校の発展のために、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げ、ご挨拶とさせていただきます。 

 



 

 

 

毎年恒例の部活動紹介が４月９日（木）に行われました。生徒会長・島谷拓実くんの歓

迎のあいさつに続いて、生徒会、各部・愛好会の代表から、それぞれ紹介がありました。

各部・各愛好会とも様々な趣向を凝らしながら、熱心に魅力をアピールしていました。  

その後、新入生代表・目黒眞子さんのあいさつと各人からの自己紹介も行われました。

和やかな雰囲気の中で、新入生も一心に上級生の話に聴き入り、どの部活動に入部しよう

か真剣に考えていたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１０日（木）と１３日（月）、平成２７年度新入生オリエンテーションが行われまし

た。１０日は、教務・進路・生徒指導の各主任講話、構造的エンカウンターや学年集会が

行われ、中学校生活から高校生活への意識転換を図るとともに、学習習慣の確立や協調性

の育成など、よりよい高校生活を送ることができるよう方向付けを行いました。 

また、１３日は進路指導部長の長谷川こづえ先生より、３年後の将来を見据えた「進路

ガイダンス」が開催されました。新入生の皆さんは、緊張しながらも２日間真剣に取り組

んでいました。 

 

 ～「進路ガイダンス」の様子～ 



 

 

 

 

平成２７年度は、教頭先生をはじめ８名の先生方が着任されました。教職員一同力を合わせ、只見高等学校及

び只見町を盛り上げていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。  
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○滝沢 日佐人（数学）  

この度の異動により、県北教育事務所から参りました滝沢日佐人です。

専門教科は数学で、教務主任、ソフトテニス部の副顧問を担当します。金

山町の横田地区出身で、２８年ぶりにふるさとで生活、勤務することにな

り、本当に強い縁を感じています。３年ぶりの学校現場で何かと不安な点

もありますが、生徒の皆さんや地域・保護者の皆様、そして只見町関係者

の皆様のお力を借りながら、只見高校のもつ魅力や生徒の元気を力強く発

信していきたいと思います。強いチームワークで結ばれた只見高職員の一

員として、しっかり頑張っていきますので今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

  

 

 

 

   

 

○金子 敦志（理科）  

４月から只見高校に着任となりました金子です。郡山市の安積黎明高校から

の異動となりますが、実際は、３年間休職し、昨年度までは新潟県にあります

上越教育大学大学院で学んでおりました。只見高校では、理科の生物基礎、化

学基礎、地学基礎、生物を担当することになりました。いろいろとうまくいか

ないこともあるかと思いますが、大学院で学んだことを生かして、努力してい

きたいと思います。また、只見町に来て、出身が東京都であることもあり、積

雪量の多さにとても驚きました。また、只見町はユネスコパークにも指定され

ており、自然豊かな環境の中で、これからの生活ができることを楽しみにして

おります。よろしくお願いいたします。 

  

 

 
○坂下 拓穂（体育） 

 はじめまして。4月から只見高校に赴任しました坂下拓穂です。担当教科

は保健体育です。部活動は野球部の顧問になります。私はいわき市出身です。

雪国での生活は初めてですが、只見高校に赴任することが決まったときか

ら、心がときめいています！本当です！私自身、只見の地で大きく成長した

いと考えています。また、只見高校の生徒や先生方、保護者の方々、そして

地域の方々とともに、地域を盛り上げ、只見の発展に力を尽くしたいと強く

思っています。よろしくお願いします！ 

 

 

○小田 賢二（地歴公民） 

“No pain, no gain.”（労なくして得るものはない）という格言があります。

みなさんの進路や部活動での希望＝「夢」を実現するためには、勉強を

続けたり、つらい練習に耐えたりしなければなりません。でも、その「夢」

は、誰かに強制されてではなく、自分で設定したものですね。“The 

future belongs to those who believe in the beauty of their dreams.”

（未来は、夢の美しさを信じる人のもとにある）。「夢の美しさ」を信じ

て実現しようと努力し続ける人に、輝かしい「未来」が訪れます。教頭

という立場から、みなさんの「未来」を実現しようとする努力に支援を

惜しまないことを約束します。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日（金）選手壮行会                     15日 (金) PTA専門委員会 

9日（土）高体連地区大会( ～11日)      16日 (土） 学校開放  

15日（金）尿検査                  20日 (水) 中間考査（～22日）  

○関 雄太（数学） 

 この度新採用教諭として只見高校に赴任しました、関雄太と申します。

担当教科は数学で、部活動は野球部の副顧問を務めます。３月に大学を出

たばかりで不安も多かったのですが、生徒の皆さんの気持ちのよいあいさ

つや地域の皆様の温かい雰囲気にふれ、ここ只見町で生活していけること

を本当に嬉しく思っています。生徒の皆さんの進路実現のお手伝いをする

とともに、自分自身もいろいろなことに挑戦し只見町を盛り上げていきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

○伊藤 健志（数学）                               

 はじめまして。喜多方東高等学校から参りました伊藤健志です。教科は数学

と情報、部活動はバスケットボール部とパソコン部を担当致します。私の母親

が只見出身のため、只見にはよく来ていました。そのため、只見の四季は経験

済みで、雪の多さに驚くことは（多分）ありません。雪には「大いに」苦戦し

ますが、一方で雪景色は本当に綺麗ですね。只見高等学校は、「素直で、真面目

な生徒たち」という印象を、この４月で感じました。綺麗なあいさつはとても

心地良く、一生懸命に取り組む姿は励みになります。毎日生徒からパワーをも

らってばかりです。生徒一人一人に目を向け、充実した学校生活や進路実現に

向けて一生懸命サポートしていきます。宜しくお願い致します。 

○浦部 晃子（音楽）  

はじめまして。新しく音楽を担当することになりました、浦部晃子と申

します。南会津高校と兼務にはなりますが、みなさんとたくさん接し、お

話しできたらと思っておりますので、授業外の時間でも気軽にお声かけく

ださい。私は昨年一年間田島で過ごし、初めて会津の雪を体験しました。

今年は南会津、只見での生活となります。雪や虫などが大変多いと聞いて

おります。慣れないことばかりで周りに頼る場面も多いかとは思います

が、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

                               

  

 

 

 

   

 

○田澤 好一（事務長）                               

このたび只見高校に赴任してまいりました田澤好一と申します。出身は

会津若松市で、小さい時から雪には慣れ親しんできたとはいえ、只見の雪

の多さには正直驚いています。その分、県内の他の地域と比べて四季がは

っきりしているので、これから訪れる新緑の季節を楽しみにしています。 

只見高校には、只見町の唯一の県立高校として、地域の方々の期待が感じ

られます。生徒の皆さんが有意義な学校生活が送ることができるよう、力

を尽くしてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 


